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324　　　頭部SPECT専用機

　　　　　「Neurocam」
川野輝喜、河窪雅宏、中山俊夫、山崎光芳

（横河メディカルシステム）

　Neurocamは、3台の検出器を3角形に配置し
システムとしてのトータル感度を向上させ、かっ分解能

の高いSPECT画像を得ることができる装置です。

1検出器を持っ装置と比較し3分の1の時間で実行でき、

検査時間を短縮できます。装置本体は、高さ120cm、

幅86cm、長さ260cmとコンパクトサイズに設計
されています。リコンストラクション等の画像処理は、

オンライン接続した32ピットStarcam3000
画像処理装置にて行います。また、本装置は、稼働中の

Starcam画像処理装置にもオンライン接続でき、

画像処理装置を共有することもできます。

325　　新型ホ＿ルボディイメ＿ジング専用

　ガンマカメラ　GCA－901A／WHの開発
蔵掛　忠一、小林　弘明　　（東芝那須）

　当社は、新たに角型2検出器対向型ホールポディイメ

ー ジング専用機を開発し、デジタルガンマカメラGCA

－ 901Aスーパーシリーズに加えたので報告する。

　本装置は以下の特長を有している。

（1）有効視野51．2cm×37cmの大視野で高性
　　　能の角型検出器を2台対向に備え、高画質のホー

　　　ルポディ画像を円形視野の装Mに比較し6～8倍

　　　のスピードで得ることができる。

（2）検出器性能安定化機能（OPTOTUNE↑M）により常に

　　安定した全身像を得ることができる。

（3）コリメータ全面に、接触安全スイッチを設けたこ

　　とにより、さらに安全性が向上した。

（4）200c■／minの高速全身スキャンが可能。

326 ソファーDSXカメラ大視野ガンマカメラ

吉野暖地　野島靖彦（アロカ株式会社）

ソファーメディカル社のDSXカメラは541x400nnの大型視野をも

つガンマカメラです。94本のPMTを用いCFOV　FWHM　3．3朋の分解

能を得ています．

検出器のアナログ信号をPMTに近い位置で12ピットの高精度でディジ

タルに変換して位置計算補正をしています。また独自開発のハイ

ブリッドICを前段回路に用いています。このため±2Xの均一性、

直線性0．36回凪という優れた特性を持っています。

　シンチペットは1989年にオスカーを授賞した専用息者ペヅトで

す。全身のAP，PA像検査とECT検査がこのシンチベット1
台でできます。

　患者にそって検出器の高さを変える走査機能は全身スキャンの

画質を高めます。SPECT検査では回転半径を息者に近接させ
る様にステップ毎に変え効率よくデータを収集します．

コンソールはタッチスクリーン操作によリ効率の高いコンピュー

タとの対話ができます．

327　　　フルディジタル型カメラ“GAMMA　VIEW’1”

のハードウェア

　近藤正司、和田誠悦、尾形光明、長岡正巳、佐藤浩行

　田渕秀穂　　　　　　　　　　　　　（日立メディコ）

　32ビットCPUとディジタル位置計算方式を採用し

高速、高性能、高安定化を狙った新型シンチカメラ

“ GAMMA　VIEV－1”を開発したので報告する。

　メインCPUに32ビットマイクロプロセッサを採用

し、新型高速イメージプロセッサ、RAM－DISKと

これらに直結した64ピット高速パスにより高速処理を

実現。スケジューラ、ダイレクトジョブ遇択キー、ウィ

ンドコントローラなど専用のファンクションキーとマウ

スを中心としたオペレーションで操作性の向上を図って

いる。オプションに光磁気ディスク、増設磁気ディスク

通信インタフェース等を準備し拡張性の高いシステムを

構築した。

328　　　　フルディジタル型カメラ“GAMMA　VIEV－1”

のソフトウェア

　新井二三男、大家康秀、丸山隆利、森田　職館林秀樹

　中村　隆　　　　　　　　　　　　（日立メディコ）

　フルディジタル型カメラGANNA　VIE層一1のソフトウェア

　を中心にその特長について報告する．

1．処理の高速化

　　32ビットMPU、高速パス、　RAMディスクなど

　　先進のアーキテクチャの採用により高速でハイレベ

　　ルな処理を実現した。

2．容易な操作

　　ファンクションキーを使用したメニュー選択方式に

　　より容易な操作性を実現した．

3．データ管理機能の充実

　　光磁気ディスクの採用により大tの検査データの保

　　管、検索の効率化を実現した．

329　　　フルディジタル型カメラ“GAMMA　VEIu．1”

のディジタル位置計算

　川口常昭、田辺一也、大池正仁、田中正敏、田口正俊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日立メディコ）

　32ピットCPUとディジタル位置計＃方式を採用し

高速、高性能、高安定化を狙った新型シンチカメラ

“ GANNAVIEV－1”を開発したので報告する。

　検出曇内のPMT出力信号を直接A／D変換すること

により、位置計＃回路を完全ディジタル化し、CPU制

御によって、最適な位口計算を行い高速化、高性能化を

国っている．またPMT出力の変動に対しフィードバッ

クをかけることで自動補正し、性能の高安定化を実現し

た．補正目路においては、補正マトリクスの拡大、収集

エネルギー毎の補正を行い、高i質化への対応を図って

いる．
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